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愛
媛
県
神
道
青
年
会

会 

長
　
清
家
　
貞
文

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ず
以
て
、
平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
謹

ん
で
聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
御
祝
い
申
し

上
げ
、
各
御
社
頭
の
御
隆
昌
、
皆
様
方
の
御
多
幸

を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
長
に
就
任
し
て
以
来
、
一
期
二
年
の

集
大
成
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
平

成
二
十
五
年
一
月
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
会
長

職
を
仰
せ
つ
か
り
、
今
期
の
目
標
と
し
て「
会
員

出
席
率
五
割
の
実
現
」、「
各
事
業
へ
の
新
規
参
加

者
五
名
以
上
」を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
年
度
は
交
流
を
重
き
に
お
い
た「
会
員
交
流
親

睦
会
」、
男
性
神
職
同
様
、
四
十
歳
以
下
の
女
性

年
頭
の
御
挨
拶

神
職
へ
の
御
案
内
、
二
年
目
は
勉
強
を
中
心
と
し

た「
祭
式
研
修
会
」を
開
催
。
そ
し
て
通
年
事
業

の
観
月
神
楽
の
夕
べ
や
慰
問
神
楽
、
新
年
研
修
会

や
三
島
由
紀
夫
・
森
田
必
勝
追
悼
慰
霊
祭
の
斎
行
、

さ
ら
に
は
四
国
地
区
事
業
と
し
て
神
道
行
法
錬
成

会
、
そ
し
て
中
国
四
国
姉
妹
地
区
協
定
調
印
式
を

含
め
た
合
同
会
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
事
業
を
開
催
す
る
毎
に
会
員
の
参
加
が

増
え
、
単
位
会
の
枠
を
越
え
て
会
員
相
互
の
研
鑽

や
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
今
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
は
、
浅
学
菲
才
な
私
を
支
え
て
戴
き
ま
し
た

諸
先
輩
方
。
ま
た
役
員
会
な
ど
を
通
じ
て
各
方
面

か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
決
議
し
た
こ
と
を
一
丸

と
な
っ
て
会
務
運
営
に
御
尽
力
頂
い
た
役
員
各

位
。
そ
し
て
各
種
会
合
や
事
業
等
に
お
い
て
、
社

務
御
多
忙
の
中
駆
け
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
会
員

各
位
。
本
当
に
多
く
の
皆
様
の
支
え
や
励
ま
し
の

御
蔭
で
あ
る
と
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
月
の
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
次
期
会

長
が
新
た
に
承
認
さ
れ
、
新
年
度
よ
り
新
た
な
体

制
に
よ
り
歩
を
刻
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様

方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
倍
旧
の
御
支
援
・
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
が
二
十
周

年
を
迎
え
、
四
国
各
県
で
記
念
事
業
を
行
い
、
我

が
愛
媛
県
で
も
記
念
式
典
・
講
演
会
を
八
月
に
行

い
ま
す
。『
四
国
は
一
つ
』を
合
言
葉
に
先
輩
方
か

ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た『
こ
こ
ろ
』を
次

世
代
に
継
承
す
る
べ
く
、
嘉
節
を
共
に
御
祝
い
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。『
現
状
維
持
は
衰
退

な
り
』こ
れ
か
ら
も
共
に
参
加
し
、
研
鑽
を
積
ん

で
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
終
戦
七
十
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
國
を
守
る
た
め
に
散
華
さ
れ
た
英
霊
た
ち
の
想

い
を
現
代
の
、
特
に
若
い
世
代
に
伝
え
る
べ
く
、

斯
界
の
尖
兵
と
し
て
さ
ら
に
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
、
胸
に
誓
う
新
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

政
局
は
昨
年
末
の
衆
院
選
で
与
党
は
憲
法
改
正

に
必
要
な
三
分
の
二
の
議
席
を
獲
得
し
、
さ
ら
に

国
民
の
気
運
を
高
め
る
べ
く
、
関
係
各
位
の
更
な

る
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
御
社
頭
の
御
隆
昌
と
皆
様
方

の
御
健
勝
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今

年
一
年
が
佳
き
御
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

  祝祭日には国旗を掲げましょう  
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指
名
。「
異
議
無
し
」の
声
が
響
く
中
、
満
場
一
致

で
選
出
さ
れ
た
。

　

大
き
な
拍
手
を
も
っ
て
壇
上
に
迎
え
ら
れ
た
十

亀
雅
史
次
期
会
長
は
、
決
意
表
明
の
中
で
、
今
年

四
月
に
開
催
さ
れ
た「
神
道
青
年
全
国
協
議
会 

創

立
六
十
五
周
年
記
念
大
会
」で
の
高
円
宮
妃
殿
下

の
お
言
葉
に
触
れ
な
が
ら
、「
神
職
の
基
本
に
立

ち
返
り『
祈
り
』と
い
う
も
の
を
大
切
に
し
、
実

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
、
伊
豫

豆
比
古
命
神
社
に
於
い
て「
愛
媛
県
神
道

青
年
会 

平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
」が

開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
臨
時
総
会
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
審
議
す
る
も

の
で
、
二
十
四
名
が
出
席
し
、
四
十
四

名
の
委
任
状
が
集
ま
っ
た
。

　

ま
ず
、清
家
貞
文
会
長
よ
り
、今
回
の
臨

時
総
会
開
催
の

理
由
と
そ
の
重

要
性
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、

「
慎
重
審
議
の

上
決
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と

の
言
葉
の
後
、

次
期
会
長
に
現

副
会
長
で
あ
る

十
亀
雅
史
君
を

満場一致で次期会長に十亀雅史君（現副会長）を選出

行
す
る
二
年
間
に
し
た
い
」と
力
強
く
宣
言
。「
祈

り
」を
テ
ー
マ
に
、
来
期
か
ら
の
諸
活
動
に
反
映

さ
せ
て
い
く
意
向
を
表
明
し
た
。

　

ま
た
、
次
期
副
会
長
に
は
柳
原
永
祥
君（
現
副

会
長
兼
事
務
局
長
）、
同
じ
く
善
家
祐
二
君（
現
理

事
）、
副
会
長
兼
事
務
局
長
に
田
窪
大
朗
君（
現
理

事
）が
指
名
さ
れ
、以
下
理
事
七
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　

監
事
に
は
清
家
貞
文
現
会
長
な
ら
び
に
前
副
会

長
で
あ
る
田
内
逸
知
君
が
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、

相
談
役
に
長
曽
我
部
信
弥
現
監
事
が
就
任
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

次
期
役
員
は
次
の
通
り
。

【
会　

長
】 

十
亀 

雅
史（
石
鎚
神
社 

権
禰
宜
）

【
副
会
長
】 

柳
原 

永
祥（
嚴
島
神
社 

禰
宜
）

【
副
会
長
】 

善
家 

祐
二（
龍
王
神
社 

権
禰
宜
）

【
副
会
長
兼
事
務
局
長
】 

田
窪 

大
朗（
吹
揚
神
社 

禰
宜
）

【
理　

事
】 

後
藤 

正
幸（
高
忍
日
賣
神
社 

禰
宜
）

【
理　

事
】 

武
智 

和
剛（
德
川
神
社 

禰
宜
）

【
理　

事
】 

矢
野 

忠
臣（
浦
渡
神
社 

禰
宜
）

【
理　

事
】 

渡
邊 　

平（
伊
豫
豆
比
古
命
神
社 

権
禰
宜
）

【
理　

事
】 

那
須 

重
昭（
白
王
神
社 

禰
宜
）

【
理　

事
】 

進
藤 

雄
作（
野
坂
神
社 

宮
司
）

【
理　

事
】 

大
西 

元
樹（
三
島
神
社 

禰
宜
）

《
監　

事
》 

清
家 

貞
文（
八
幡
神
社 

禰
宜
）

《
監　

事
》 

田
内 

逸
知（
東
雲
神
社 

宮
司
）

《
相
談
役
》 

長
曽
我
部 

信
弥（
伊
豫
豆
比
古
命
神
社 

禰
宜
）

清家会長による挨拶

長曽我部前会長、十亀次期会長、清家現会長が揃い踏み

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

平
成
二
十
六
年
度
臨
時
総
会
を
開
催

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日

於 
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
会
館

神社の基盤は維持費、神青の基盤は年会費
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や
神
門
の
朱
、
木
々
の
緑
が
い
か
に
も
鮮
や
か
で

美
し
い
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

次
は
、
今
回
の
研
修
旅
行
の
大
き
な
目
的
の
一

つ
で
あ
る
宗
像
大
社
に
参
拝
し
、『
平
成
ノ
大
造
営
』

の
最
中
に
あ
る
辺
津
宮
本
殿
及
び
拝
殿
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業
用
の
足
場
へ
上
が

り
、
屋
根
葺
き
や
丹
塗
り
等
の
様
子
を
間
近
に
拝

見
し
な
が
ら
詳
細
な
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
大
変

興
味
深
く
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
宮
地
嶽
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
本

殿
の
黄
金
の
屋
根
や
日
本
一
の
大
き
さ
を
誇
る
と

い
う
大
注
連
縄
・
大
太
鼓
・
大
鈴
の
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
は
宇
美
八
幡
宮
に
参

拝
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
安
産
信
仰
が
篤
く
、「
子

安
の
石
」と
い
う
慣
わ
し

が
あ
り
ま
す
。
安
産
祈
願

の
際
に
子
安
の
石
を
借
り

て
帰
り
、
成
就
の
後
に
子

　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日
よ
り
二
十
一
日
に

か
け
て
、
福
岡
県
の
宗
像
大
社
を
始
め
九
社
を
巡

る
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
と

も
す
れ
ば
日
々
の
奉
仕
の
中
に
埋
没
し
狭
く
な
り

が
ち
な
視
野
を
広
げ
、
神
社
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
ぶ
と
と
も
に
、
他
県
神
青
の
同
志
と
交
流
を
深

め
る
べ
く
、
今
期
卒
業
会
員
の
慰
労
も
か
ね
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
八
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

十
九
日
夜
に
松
山
観
光
港
を
発
ち
小
倉
港
へ
と
渡

り
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
小
倉
に
到
着
す
る
と
先
ず
御
祖
神
社（
足

立
山
妙
見
宮
）に
参
拝
し
ま
し
た
。
宮
司
様
は
降
り

出
し
た
雨
の
中
、
境
内
を
回
り
つ
つ
、
各
所
に
溢
れ

る
工
夫
の
跡
を
示
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
こ
へ
込
め
ら

れ
た
気
配
り
の
心
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

次
に
参
拝
し
た
篠
崎
八
幡

神
社
は
極
め
て
整
然
と
し
て

お
り
、
玉
砂
利
の
白
、
社
殿

宗
像
大
社
御
造
営
見
学

福
岡
研
修
旅
行  

実
施
報
告

【
報
告
者
】

川
上
神
社

禰　

宜　
　

野
口　

秀
文

御
祖
神
社【
足
立
山
妙
見
宮
】

（
福
岡
県
北
九
州
市
）	

　

神
楽
殿
で
は
結
婚
式
も
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
新
婦
が
転
倒
し
な
い

様
配
慮
さ
れ
た
椅
子
、
取
り
外
し

し
や
す
い
窓
な
ど
細
か
な
気
配
り

と
工
夫
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

篠
崎
八
幡
神
社（
福
岡
県
北
九
州
市
）

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
掃

き
清
め
ら
れ
た
境
内
は
、
社
殿
、

神
門
の
朱
色
を
一
際
美
し
く
見
せ

て
い
ま
し
た
。

社
殿
・
神
門
の
朱
が
美
し
い

其の二

宗
像
大
社（
福
岡
県
宗
像
市
）

　

足
場
を
上
が
り
お
屋
根
の
す
ぐ

前
ま
で
案
内
頂
き
、
木
の
薄
板
を

重
ね
る
屋
根
の
葺
き
方「
こ
け
ら
葺

き
」等
を
特
別
に
間
近
で
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

宮
地
嶽
神
社（
福
岡
県
福
津
市
）

　

同
社
本
殿
の
屋
根
は
チ
タ
ン
製

で
黄
金
色
。
同
社
の
巨
石
古
墳
に

黄
金
製
品
が
多
数
出
土
し
た
こ
と

に
ち
な
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ま

ば
ゆ
さ
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

ま
ば
ゆ
い
黄
金
色
の
チ
タ
ン
屋
根

其の四

宇
美
八
幡
宮（
福
岡
県
糟
屋
郡
）

　

神
社
運
営
の
カ
フ
ェ
で
は
、
神
職
、

巫
女
さ
ん
が
交
代
で
給
仕
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
拝
者
に
境
内
で
ゆ
っ
く
り

し
て
も
ら
う
と
共
に
、
接
し
方
を
学

ぶ
た
め
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

境
内
に
カ
フ
ェ
併
設
。そ
の
心
を
学
ぶ

其の五

参拝神社一覧

大造営中の宗像大社拝殿の前で

御祖神社で正式参拝

神
楽
殿
に
込
め
ら
れ
た
工
夫
と
気
配
り

其の一

「
平
成
ノ
大
造
営
中
」の
本
殿
を
見
学

其の三

快く迎えてくださいました福岡県神社関係者の皆様、誠に有り難う御座いました



第63号（ ）5 愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 27 年 1 月 1 日発行

供
の
名
を
記
し
た
別
の
石
を
併
せ
て
奉
納
す
る
と

い
う
も
の
で
、
境
内
に
は
名
前
が
記
さ
れ
た
拳
大

の
石
が
賑
や
か
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
福
岡
県
神
道
青
年
会
の
諸
氏
と
の
懇
親

会
が
開
か
れ
、
膝
を
交
え
て
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
二
十
一
日
の
朝
に
は
櫛
田
神
社
に
参
拝
し
ま

し
た
。
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
博
多
祇
園
山
笠
の

飾
り
山
笠
は
聳
や
か
で
勇
壮
に
し
て
華
麗
で
す
。

宮
司
様
か
ら
は
、
そ
の
昔
宮
司
に
就
任
さ
れ
た
ば

か
り
の
頃
、
地
元
の
方
々
に
会
っ
て
話
を
聞
き
、

教
え
を
受
け
た
経
験
談
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
地
域
の
方
々
と
接
す
れ

ば
良
い
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
の
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
福
岡
県
か
ら
山
口
県
下
関
へ
渡
り
亀
山
八

幡
宮
に
参
拝
し
ま
し
た
。
日
本
最
大
の
御
影
石
製

の
鳥
居
越
し
に
海
に
臨
み
、
開
か
れ
た
堂
々
た
る

風
情
を
湛
え
る
そ
の
様

子
は
、
同
じ
神
社
で
も

場
所
柄
や
役
割
に
よ
っ

て
色
々
な
相
応
し

さ
が
あ
る
も
の
だ

と
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

次
は
同
市
内
に

鎮
座
す
る
貴
布
禰

神
社
に
参
拝
し
、

社
務
所
に
て
宮
司
様
自
ら
が
包
丁
を
握
ら
れ
る
料

理
屋「
き
ふ
ね
」に
て
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
夜
だ
け
と
の
こ
と
で
す
が
特
別
に
昼
食
を

準
備
し
て
い
た
だ
き
、
真
心
の
こ
も
っ
た
美
味
し

い
料
理
を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
貴
布
禰
神
社
宮
司
様
の
強
い
ご
推
薦

で
、
高
杉
晋
作
の
発
議
に
よ
る
殉
国
の
志
士
を
祀

る
我
が
国
最
初
の
招
魂
社
で
あ
る
櫻
山
神
社
に
参

拝
し
ま
し
た
。
同
社
に
は
、
指
導
者
吉
田
松
陰
か

ら
名
も
な
き
奇
兵
隊
隊
員
に
至
る
迄
が
等
し
く
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
司
様
の
お
声
が
け
が
な
か
っ

た
ら
知
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
の
境
内
に
立

ち
、
ご
縁
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

以
上
九
社
の
参
拝
を
以
て
本
研
修
は
結
ば
れ
、

私
た
ち
は
同
日
夜
、
船
路
に
て
愛
媛
に
帰
り
着
き

ま
し
た
。
今
回
お
会
い
し
た
方
々
は
ど
な
た
も
温

か
く
親
身
に
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
教
示
を
し
、
課

題
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
神
社
運
営
や
神
職
と
し
て
の
行
い
に

役
立
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

福岡県神道青年会との懇親会

挨拶をする清家会長

櫛
田
神
社（
福
岡
市
博
多
区
）

七
〇
〇
年
を
超
え
る
伝
統
を
も
つ

博
多
祇
園
山
笠
は
、
同
社
へ
の
奉

納
行
事
の
一
つ
で
、
そ
の
熱
狂
ぶ

り
は
「
山
笠
が
あ
る
け
ん
、
博
多
た

い
！
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。

博
多
祇
園
山
笠
が
常
設
展
示

其の六

亀
山
八
幡
宮（
山
口
県
下
関
市
）

　

下
関
の
市
街
地
の
小
高
い
丘
に
鎮
座

す
る
お
社
で
す
が
、
か
つ
て
は
島
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
神
社

正
面
の
鳥
居
は
高
さ
12
．
７
ｍ
。
御
影

石
と
し
て
は
日
本
最
大
で
す
。

日
本
最
大
の
御
影
石
製
の
鳥
居

其の七

貴
布
禰
神
社（
山
口
県
下
関
市
）	

　

宮
司
様
は
料
理
人
で
も
あ
り
、
夜
に
な

る
と
社
務
所
は
、
割
烹「
き
ふ
ね
」に
な
り

ま
す
。
神
社
の
一
つ
の
あ
り
方
、

料
理
を
軸
と
し
た
教
化
の
か
た
ち

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夜
に
な
る
と
社
務
所
が
割
烹
に

其の八

櫻
山
神
社（
山
口
県
下
関
市
）

　

境
内
に
立
ち
並
ぶ
霊
標
は
、
吉

田
松
陰
の
み
一
段
高
い
台
が
敷
か

れ
て
い
ま
す
が
、
他
は
高
さ
も
大

き
さ
も
同
じ
で
す
。
そ
の
精
神
に

心
打
た
れ
ま
し
た
。

霊
標
並
ぶ
我
が
国
最
初
の
招
魂
社

其の九

かつて柳原副会長が奉職して
いた櫛田神社様では、お忙しい
中隅々までご案内いただいた

【写真は博多織の狩衣】。

【宗像大社御造営見学  福岡研修旅行  参加者】
清家 貞文、十亀 雅史、柳原 永祥、田窪 大朗、常磐井 守道、善家 祐二、三輪田 尋道、野口 秀文
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七
月
二
十
三・
二
十
四
日
、
広
島
県
青
年
神
職

会
十
三
名
を
お
迎
え
し
、
石
鎚
山
登
拝
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
内
は
夏
祭
り
な
ど
忙
し
い
時
期

で
あ
り
、
当
会
か
ら
は
会
長
以
下
四
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
は
、
広
島
青
神
の
事
業
で
あ
る

第
十
四
回
青
神
塾
の
石
鎚
山
登
拝
研
修
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
に
併
せ
、
愛
媛
か
ら
も
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
合
同
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師（
先
達
）は

石
鎚
神
社
禰
宜
十

亀
博
行（
当
会
元

会
長
）先
輩
に
お

願
い
し
、石
鎚

信
仰
を
詳
し

く
講
義
い
た

だ
き
な
が
ら
、

頂
上
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本

社
に
て
正
式

参
拝
・
記
念

撮
影
・
開
講

式
を
行
い
、ま
ず
は
中
宮
成
就
社
へ
む
か
い
ま
し

た
。
成
就
社
で
は
登
拝
安
全
の
お
祓
い
を
受
け
、

い
ざ
頂
上
へ
。

　

先
達
の
「
な
ん
ま
い
だ
」
の
掛
け
声
で
、
普
段

の
運
動
不
足
で
体
中
の
筋
肉
が
悲
鳴
を
上
げ
な
が

ら
で
し
た
が
、
試
し
の
鎖
・
一
・
二
・
三
の
鎖
の

合
計
四
本
の
鎖

を
無
事
登
り

切
り
、
石
鎚
の

教
え
で
あ
り
ま

す
「
修
祓
・
修

行
・
鎮
魂
」
を

体
で
感
じ
、
頂

上
社
へ
感
謝
の

祈
り
を
捧
げ
、

頂
上
山
荘
に
宿

泊
し
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

翌
日
は
朝
拝
後
に
希
望

者
の
み
西
日
本
最
高
峰

一
九
八
二
ｍ
の
天
狗
嶽

に
も
挑
戦
し
、
見
事
に

登
頂
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
怪
我
も

な
く
下
山
し
、
閉
講
式

で
は
十
亀
宮
司
様
よ
り

お
言
葉
を
頂
戴
し
、
皆
晴
々
と
し
た
表
情
で
研
修

を
終
え
ま
し
た
。

　

し
ま
な
み
十
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
広
島

青
神
と
の
交
流
会
は
、
来
年
は
広
島
県
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
会
員
と
共
に
交
流
を
深

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

広
島
青
年
神
職
会
交
流

　
　
　
　
　
　

石
鎚
登
拝

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

副
会
長

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

十
亀　

雅
史

本社にて正式参拝

十亀先輩を先頭に気合いを入れていざ !

頂上に着いた皆の顔は晴れ晴れ天狗嶽でパシャリ !

他県の同志と交流を深め仲間の輪を広げよう



第63号（ ）7 愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 27 年 1 月 1 日発行

　

平
成
二
十
六
年
八
月
七
日
・
八
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
香
川
県
神
道
青
年
会
主
管
の
も
と
、「
神

道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
第
二
十
回
定
例
総
会
・

研
修
会
」が
、
香
川
県
・
高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
、
清
家
会
長
を

は
じ
め
七
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
総
会
・
研
修
会
に
先
立
ち
、
石
清
尾

八
幡
神
社（
高

松
市
宮
脇
町
鎮

座
）
に
集
合
、

正
式
参
拝
を
致

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会

場
と
な
る
ホ
テ

ル
へ
移
動
。
開

講
式
並
び
に
定

例
総
会
が
開
か

れ
、
議
事
は
円

滑
に
進
行
さ
れ

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

第
二
十
回
定
例
総
会
・
研
修
会

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

理
事

高
忍
日
賣
神
社

禰　

宜　
　

後
藤　

正
幸

ま
し
た
。

　

続
い
て
、「『
瑞
穂
の
国
』〜
米
作
り
と
祭
祀
〜
」

と
題
し
て
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
日
目

は
國
學
院
大
學
教
授
・
茂
木
貞
純
先
生
よ
り「
瑞

穂
の
国
︱
稲
作
は
神
事
で
あ
る
︱
」と
題
し
講
演

を
賜
り
ま
し
た
。
神
話
に
は
稲
作
の
重
要
性
と

豊
作
へ
の
強
い
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

宮
中
の
新
嘗
祭
、
神
宮
の
式
年
遷
宮
を
は
じ
め
と

す
る
神
事
が
伝
え
て
い
る
稲
作
と
神
事
の
強
い

関
わ
り
、
さ
ら
に
稲
作
と
我
々
の
日
常
生
活
が

深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
稲
作
と
い
う
我
が

国
に
と
っ
て
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
未

来
へ
つ
な
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
講
演
後
は
懇
親
会
が
あ
り
、
他
県
の

会
員
と
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は

元
香
川
大
学

教
授
、
藤
尾

八
幡
神
社
宮

司
・
吉
田
重

幸
先
生
よ
り

「
み
ど
り
と

生
活
」と
題

し
講
演
を
賜

り
ま
し
た
。

み
ど
り
に
は

物
理
的
効
果
・
心
理
的
効
果
・
利
用
効
果
が
あ
る

こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
木
は
む
や
み
に
切
っ

て
は
な
ら
ず
、
可
能
な
限
り
自
然
な
姿
の
ま
ま
に

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
に
は
閉
講
式
が
あ
り
、
参
加
者
に

修
了
證
が
授
与
さ
れ
、
次
期
当
番
県
の
当
会
・
清

家
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
年
、
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
は
設
立

二
十
周
年
を
迎
え
、
総
会
並
び
に
記
念
式
典
は
愛

媛
県
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お
も
て
な
し

の
心
を
も
っ
て
皆
様
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
四
国
地
区
の
他
県
の
会
員
と
も
懇
親

を
深
め
ら
れ
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
来
年
の
記

念
式
典
に
は
愛
媛
神
青
会
員
の
皆
様
は
ぜ
ひ
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

全員で記念撮影

茂木貞純先生

吉田重幸先生

充実の 2 日間となった

平成27年度の地区協総会・設立20周年記念式典は8月11日（火）、愛媛での開催です!
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当
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
、
昨
年
度
の
会
員
交
流
親
睦
会
に
引
き
続
き
、

本
年
度
は
祭
式
研
修
会
を
開
催
し
、
白
衣
白
袴
に

身
を
正
し
実
践
研
修
を
持
っ
て
研
鑽
を
積
み
、
祭

式
の
基
本
を
見
直
す
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
社
庁
主
催
の
祭
式
研
修
会
も
毎
年
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
一
日
研
修
で
あ
り
、
参
加
し
た

く
と
も
仕
事
の
都
合
で
参
加
で
き
な
い
兼
職
の
青

年
会
員
の
声
に
応
え
る
べ
く
、
青
年
会
独
自
の
祭

式
研
修
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

地
域
の
会
員
が
参
加

し
易
い
よ
う
に
、
開

催
を
東
予
・
中
予
・

南
予
と
三
回
に
分

け
、
時
間
帯
も
兼
職

者
も
比
較
的
参
加

し
易
い
土
日
の
午
後

六
時
〜
午
後
九
時
の

三
時
間
と
致
し
ま
し

た
。
参
加
資
格
者
は
、

愛
媛
県
神
道
青
年
会
主
催

研
修
会（
祭
式
）

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

龍
王
神
社

権
禰
宜　
　

善
家　

祐
二

愛
媛
県
神
道
青
年
会
会
員（
四
十
歳
以
下
の
愛
媛
県

女
子
神
職
会
会
員
含
む
）と
し
て
、
半
日
の
修
了
證

も
交
付
を
致
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
に
愛
媛
県
神
社
庁
祭
式
講
師
で
あ
る
吉

田
充
邦
先
生
・
眞
鍋
豊
孝
先
生
、
祭
式
助
教
で
あ

る
十
亀
博
行
先
生
に
講
師
を
お
務
め
頂
き
、「
基
本

作
法
・
修
祓
行
事
・
献
饌
撤
饌
・
狩
衣
の
著
装
等
」

を
見
直
し
勉
強
す
る
機

会
を
設
け
ま
し
た
所
、

第
一
回
目
の
中
予
開
催

は
、
伊
豫
豆
比
古
命
神

社
に
て
十
八
名
、
二
回

目
の
東
予
開
催
で
は
、

石
鎚
神
社
に
て
十
四

名
、
そ
し
て
三
回
目
の

南
予
開
催
で
は
、
三
島

神
社
に
て
十
七
名
が

参
集
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

各
会
場
共
に
多
く

の
会
員
が
集
ま
り
、

研
鑽
を
積
む
と
同
時

に
、
会
員
同
士
の
繋

が
り
を
深
め
る
良
い

機
会
を
持
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
会
員
交
流
親
睦
会
よ
り
青
年
会
活
動

に
参
加
し
て
下
さ
る
会
員
も
増
え
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
研
修
に
て
、
ま
た
新
た
な
会
員
の
参

加
も
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

執
行
部
と
し
て
会
員
参
加
増
強
に
何
を
す
る
べ

き
か
と
役
員
会
に
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
先
ず

　

七
月
十
三
日
、
伊
豫
豆
比
古

命
神
社
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

愛
媛
県
神
道
青
年
会
主
催
に
よ

る
中
予
地
区
祭
式
研
修
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開

催
日
時
は
日
曜
の
夕
方
と
い
う
、

普
段
兼
職
の
私
に
は
非
常
に
参

加
し
や
す
い
日
程
で
し
た
。

　

研
修
内
容
に
つ
い
て
も
基
本

作
法
と
狩
衣
の
著
装
、
お
よ
び
修

祓
作
法
と
い
っ
た
、
普
段
の
奉
仕

の
中
で
も
最
も
基
本
的
な
部
分

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

普
段
白
衣
袴
に
袖
を
通
す
機
会

も
あ
ま
り
無
い
私
に
は
そ
の
「
基

本
」と
い
う
内
容
が
非
常
に
有
益

で
し
た
。

まずは基本作法をしっかりおさらい（中予）

兼
職
の
私
に
は
非
常
に
参
加
し
や
す
い
日
程

金刀比羅神社
禰宜　大谷　直士

　

講
師
の
眞
鍋
先
生
に
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
基
本
作
法
や
著

装
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
が
、
普

段
崩
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
そ
れ

ら
の
正
し
い
作
法
を
学
び
、
非

常
に
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
日
頃
の

奉
仕
の
中
で
常
に
意
識
し
て
こ

そ
本
当
に
身
に
付
く
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

東予では、眞鍋先生、
十亀 博行先生にご指導いただいた

眞鍋 豊孝先生より著装について学ぶ

7月13日	18名参加 ! 中予

【東予】大谷 直士、宇都宮 宗平、熊本 充良（皇學館大学生）、後藤 雅彦、後藤 正幸、清家 貞文、善家 祐二、
十亀 雅史、西村 英二郎、堀川 翔央、柳原 永祥、矢野 忠臣、山㟢 浩司、和氣 孝雄　【南予】大西 元樹、
小笠原 義直、後藤 雅彦、後藤 正幸、進藤 雄作、清家 康介、清家 貞文、善家 祐二、十亀 雅史、
田窪 大朗、武智 和剛、武智 佳子、常磐井 守道、那須 重昭、三輪田 尋道、薬師神 敬篤、山㟢 浩司
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は
役
員
か
ら
会
員
へ
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
参

り
ま
し
た
。

　

一
つ
例
に
挙
げ
ま
す
と
、
青
年
会
活
動
・
情
報
を

郵
便
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
案
内
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な

く
、
全
会
員
へ
直
接
伝
え
る
こ
と
を
徹
底
致
し
ま

し
た
。
役
員
間
の
中
で
会
員
連
絡
担
当
網
を
作
り
、

行
事
毎
に
会
員
へ
電

話
も
し
く
は
会
っ
て

参
加
を
促
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
何
度
か
連
絡
を

繰
り
返
す
内
に
お
互

い
に
打
ち
解
け
て
青

年
会
へ
目
を
向
け
て

下
さ
る
会
員
が
増
え

て
参
り
ま
し
た
。

一人奉仕での修祓の作法を学ぶ（東予）

南予での吉田充邦先生による講義

女子の作法も丁寧に指導してくださった

座
学
の
時
間

　

私
は
、
宇
和
支
部
の
三
嶋
神
社
に
て

奉
仕
し
て
お
り
ま
す
が
、
仕
事
上
西
条

市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
、
東
予

地
区
の
祭
式
研
修
会
が
石
鎚
神
社
に
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
に
と
っ

　

西
予
市
宇
和
町
の
三
島
神
社
に
て
、
同
神

社
宮
司
、
ま
た
神
社
庁
祭
式
講
師
の
吉
田
充

邦
先
生
ご
指
導
の
も
と
南
予
地
区
祭
式
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
座
学
と
し

て
祭
具
の
正
し
い
読
み
方
の
確
認
や
、
祭
式

て
は
東
予
地
区
の
神
道
青
年
会
員
と
の

交
流
と
祭
式
基
本
作
法
の
復
習
が
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
し
た
の
で
、
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
十
年
ぶ
り
に
基
本
作
法
を
習
い
、

自
己
流
に
な
っ
て
い
た
作
法
を
見
直
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
奉
仕

に
近
い
一
人
奉
仕
の
修
祓
作
法
を
習
う

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
会
で
あ

り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
是
非
今
後
の
奉
仕
に
生
か
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
雑
則
、
申
合
事
項
等
に
つ
い
て
の
御
講
義

を
い
た
だ
き
、
続
い
て
実
技
と
し
て
基
本
作

法
、
ま
た
大
祭
式
に
お
け
る
各
所
役
の
作
法

を
ご
指
導
い
た
だ
き
、
約
三
時
間
と
い
う
短

い
時
間
の
中
、
と
て
も
濃
い
内
容
の
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
研
修
後
に
は
、
吉
田
先
生
の
ご
厚
意

に
よ
り
同
会
場
に
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
会

員
間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
吉
田
先
生
に
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
己
流
に
な
っ
た
作
法
を
見
直
す
絶
好
の
機
会

基
本
作
法
か
ら
祭
式
の
雑
則
ま
で
学
ぶ
充
実
の
時
間

三嶋神社
禰宜　和氣　孝雄

三島神社
禰宜　大西　元樹

こ
れ
は
南
予
で
の
祭
式
研
修
会
に
お
い
て
吉
田

先
生
よ
り
出
題
さ
れ
た
問
題
の
一
部
で
あ
る
。 

㈠
は
読
み
を
、
㈡
以
降
は
〇
か
×
か
で
解
答

し
て
み
よ
う
。

㈠
磬
折　

警
蹕　

陪
膳　

逆
行

㈡
神
饌
の
魚
に
関
し
海
の
魚
は
御
神
前
に
腹
を

向
け
川
の
魚
は
背
を
御
神
前
に
向
け
る

㈢
手
水
を
行
う
順
序
は
斎
主
で
あ
る
宮
司
が
最

初
に
行
い
祭
員
は
そ
の
あ
と
行
う
の
が
本
義

で
あ
る

㈣
神
饌
献
撤
に
あ
た
り
総
代
の
介
助
を
得
て

も
良
い

8月30日	17名参加 ! 南予

答
え
は
15
Ｐ
最
下
部
へ
！

　

今
後
も
、会
員
向
け
の
企
画
を
開
催
し
て
参
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
研
修
会（
祭
式
）

企
画
を
ご
理
解
頂
き
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
吉
田
先

生
・
眞
鍋
先
生
・
十
亀
先
生
に
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

祭式研修会参加者 ※ 五十音順
【中予】大谷 直士、大西 元樹、神岡 史郎、後藤 雅彦、後藤 正幸、進藤 雄作、善家 祐二、十亀 雅史、
田内 逸知、武智 和剛、武智 佳子、玉井 正祥、常磐井 守道、野口 秀文、御縞 裕史、三輪田 純、
柳原 永祥、渡邊 平

8月17日	14名参加 ! 東予
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平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日
、

神
社
本
庁
に
於
い
て
全
国
か
ら
一
三
〇
名
の
会
員

が
参
集
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
講
で
は
、
硫
黄
島
の
最
高
司
令
官
で
あ
っ

た
栗
林
中
将
を
祖
父
に
持
つ
衆
議
院
議
員
・
総
務

大
臣
の
新
藤 

義
孝
先
生
よ
り『
硫
黄
島
か
ら
考
え

る
英
霊
顕
彰
に
つ
い
て
』と
題
し
講
演
を
賜
り
ま

し
た
。国
家
観
や
戦
争
史
観
を
述
べ
ら
れ
た
上
で
、

硫
黄
島
で
の
遺
骨
収
集
を
安
倍
首
相
と
と
も
に
早

急
に
進
め
、
領
土
・
領
海
・
憲
法
改
正
の
諸
問
題

を
広
く
国
民
に
認
識
さ
せ
、
平
和
的
な
解
決
を
諮

り
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
講
で
は
、
大
阪
国
際
大
学
講
師
・
戦
記
作

家
の
久
野 

潤
先
生
よ
り『
後
世
に
伝
へ
る
べ
き
先

人
た
ち
の
戦
ひ
〜
慰
霊
顕
彰
と
艦
内
神
社
』と
題

し
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
我
が
国
の
国
防

と
は
、
建
国
以
来『
海
を
守
る
』『
海
か
ら
守
る
』

と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
戦
艦
の
艦
内
に

は
艦
名
か
ら
と
っ
た
神
社（
戦
艦
大
和
に
は
大
和

神
社
）が
祀
ら
れ
て
お
り
、
御
祭
神
は
旧
国
名
の

一
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
解
説
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
神
社
に
は
戦
艦
の
形
見

と
い
え
る
砲
台
・
砲
弾
・
甲
板
の
一
部
等
が
奉
納

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
艦
船
の
慰
霊

顕
彰
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
講
で
は
、
靖
國
神
社
を
正
式
参
拝
さ
せ
て

頂
き
、
参
集
殿
に
於
い
て
権
宮
司
の
山
口
建
史
先

生
よ
り『
靖
國
神
社
の
本
質
』と
題
し
講
演
を
賜

り
ま
し
た
。
靖
國
神
社
の
創
建
と
は
、
明
治
天
皇

の
勅
命
で
は
あ
っ
た
が
、
当
時
の
民
意
の
昂
揚
が

あ
っ
た
た
め
造
ら
れ
た
こ
と
を
解
説
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
英
霊
と
は
、
天
皇
を
中
心
と
す

る
国
家
の
た
め
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
人
と

の
定
義
が
あ
る
こ
と
や
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
典

で
は
、
靖
國
神
社
の
御
英
霊
だ
け
で
な
く
、
民
間

の
戦
没
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
八
月
十
五
日
の
午

後
十
二
時
に
は
全
て
の
国
民
が
全
て
の
戦
没
者
に

対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
中
祭
祀
に
関
し
て
は
、

こ
れ
を
天
皇
の
国
事
行
為
と
す
べ
き
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
国
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
二
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
二
十
六
年
度 

神
道
青
年
全
国
協
議
会 

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会  

副
会
長

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜　
　

後
藤　

雅
彦

主
題　

こ
れ
か
ら
の
英
霊
顕
彰

　

当
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、こ
の
度
、お
お
よ
そ
の
作
業
を
終
え
、

四
月
一
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
当
会
の
最

新
の
活
動
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
だ

け
で
な
く
、
再
発
足
か
ら
現
在
ま
で
の

活
動
を
幅
広
く
網
羅
。
若
竹
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
す
べ
て
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
神
青

再
発
足
四
十
周
年
記
念
冊
子「
愛
媛
の

神
々
」で
取
り
上
げ
た
、
神
社
本
庁
と
包

括
関
係
の
な
い
地
域
の
お
社
が
検
索
で

き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る

な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ

い
。

広
報
部
よ
り

愛媛神青HPが４月１日よりリニューアル！

今年は戦後 70 年。この国を守るために散った英霊たちの想いを改めて胸に刻もう



第63号（ ）11 愛媛県神道青年会　　会報　「若竹」 平成 27 年 1 月 1 日発行

　

去
る
九
月
六
日（
土
）、
東
温
市
南
方
の
川
上

神
社（
野
口
泰
治
宮
司
）に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
第
三
十
二
回「
観
月
神
楽
の
夕
べ
」が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
夕
方
か
ら
大
雨
と
な
り
、

開
演
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
開
演
直
前
に
は

雨
も
止
み
、
真
新
し
い
拝
殿
に
て
厳
か
に
演
奏

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

実
施
さ
れ
た

演
目
は
、
悠
久

の
舞
・
越
殿
楽
・

陪
臚（
以
上
三

目
は
愛
媛
県
神

道
青
年
会
員

に
よ
る
奉
納
）・

神
躰
鈿
女
の

舞
・
弓
の
舞（
以

上
二
目
は
伊
予

神
楽
か
ん
な
ぎ

会
員
に
よ
る
奉

【
報
告
者
】

日
吉
神
社

禰　

宜　

都
子
野　

清
紀

ぐずついた天気にもかかわらず多くの方にご参集いただいた

悠
久
の
舞
と
神
躰
鈿
女
の

舞
に
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た

納
）、
そ
し
て
地
元
の

舞
姫
さ
ん
た
ち
に
よ

る
浦
安
の
舞
の
六
目
と
楽
器
紹
介
で
し
た
。

　

演
奏
中
は
楽
の
音
色
が
涼
し
い
夜
風
に
乗
っ
て
響

き
渡
り
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
を
始
め
、
会
員

一
同
も
厳
粛
な
気
持
ち
で
感
無
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い「
観
月
神
楽

の
夕
べ
」が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
後
一

層
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。地元中学生による浦安の舞

第
三
十
二
回 

観
月
神
楽
の
夕
べ

於  

川
上
神
社（
東
温
市
）

　

昨
年
、
八
幡
浜
市
鎮
座
の
鹿
島
神
社
に
お

い
て
第
三
十
一
回
観
月
神
楽
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
神
楽
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
、
客
神

社（
八
幡
浜
市
）の
鎌
田
正
一
郎
宮
司
様
よ
り

当
会
に「
観
月
神
楽
の
夕
べ
に
題
す
」と
い

う
詩
吟
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
情
景
を
美
し
く
も
情
緒
溢
れ
る
言

葉
の
連
な
り
で
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
輩
だ
よ
り

語　訳

  1 石
せきとう

磴〜石の階段

  2 登
と

攀
はん

〜登る

  3 社
し ゃ し

祠〜鹿島神社

  4 神
かぐら

楽〜神社で神を祭る舞楽

  5 鼓
こしょう

笙〜太鼓・和楽器

  6 悠
ゆうきゅう

久〜はるかで久しい

  7 舞
ぶ

筵
えん

〜舞台

  8 邑
むらさと

里〜日土町

  9 寧
ねいせい

静〜安らか

10 賽
さいじん

人〜お参りする人

表
題
　
観か

ん
げ
つ月
神か

ぐ

楽ら

の
夕ゆ

う

べ
に
題だ

い

す

石せ
き
と
う磴
を
登と

攀は
ん

し
て
社し

ゃ
し祠
の
前ま

え

神か
ぐ

楽ら

の
鼓こ

し
ょ
う笙
雨う

て
ん天
を
除は

ら

う

悠ゆ
う
き
ゅ
う久
舞ぶ

筵え
ん

邑む
ら
さ
と里
に
催

も
よ
う

し

寧ね
い
せ
い静
を
祈き

き
ゅ
う求
し
て
賽さ

い
じ
ん人
連つ

ら

な
る

観月神楽の開催地・参加会員募集中
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と
御
霊
の
安
鎮
を
祈

り
祭
典
を
執
り
行

い
、
神
道
政
治
連
盟 

柳
原
宰 

愛
媛
県
本

部
長
、
日
本
会
議
愛

媛
県
本
部
の
方
々
、

学
生
各
位
の
ご
参
列

を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
日
本
会
議
愛
媛

県
本
部 

重
松
惠
三

相
談
役
の
講
話
が
あ
り
、
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
三
島
事
件
」か
ら
四
十
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

三
島
森
田
両
烈
士
が
夢
に
見
た
祖
国
日
本
を
思
う

真
摯
な
お
気
持
ち
を
、
現
代
に
生
き
る
人
々
、
ま

た
未
来
を
生
き
る
人
々
に
も
末
永
く
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
人
の

精
神
、
謙
虚
な
姿
勢
、
文
化
は
決
し
て
失
っ
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
今
一
度
現
代
の
日
本
の
現

状
を
見
て
、「
日
本
と
は
何
か
」を
見
つ
め
直
し
行

動
に
移
す
時
期
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

去
る
平
成
二
十
六
年
九
月
四
日
、
徳
島
県
美
馬

市
穴
吹
町
に
御
鎮
座
す
る
白
人
神
社
に
て
徳
島
県

青
年
神
職
会
担
当
に
よ
る
神
道
青
年
四
国
地
区
協

議
会
第
十
七
回
神
道
行
法
錬
成
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
会
か
ら
は
清
家
会
長
を
は
じ
め
八
名
の
会
員

が
参
加
し
、
ま
た
伊
豫
豆
比
古
命
神
社
に
て
実
習

中
の
國
學
院
大
學
の
学
生
四
名
も
加
わ
り
、道
彦
・

建
島
章
生
先
生
、
助
彦
・
永
本
金
二
先
生
の
指
導

の
下
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

禊
祓
行
事
で
は

先
生
の
説
明
を
受

け
た
後
褌
に
着
替

え
神
社
近
く
の
川

へ
移
動
し
ま
し
た
。

入
水
直
後
は
冷
た

さ
を
感
じ
ま
し
た

が
肩
ま
で
浸
か
っ

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会

第
十
七
回
神
道
行
法
錬
成
会

【
報
告
者
】

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

権
禰
宜　

宇
都
宮　

宗
平

た
後
は
、
身
も
心
も
洗
い

流
さ
れ
る
清
々
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
鎮
魂
行
事
で
も
静
寂

な
神
社
の
拝
殿
で
心
を
静

め
な
が
ら
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
錬
成
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
講
義
の
中
で「
禊
は
一
人
で
行
う
も
の

で
は
な
い
」と
の
話
が
あ
り
、
皆
が
同
じ
気
持
ち
、

同
じ
動
き
を
す
る
こ
と
で
私
生
活
で
は
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
統
一
感
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
経
験

を
得
ま
し
た
。

白人神社にて正式参拝

清らかな川の流れで身も心も清々しく

斎主を後藤雅彦副会長が務めた

　

去
る
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
、
愛
媛

縣
護
國
神
社
に
て
、
三
島
由
紀
夫
・
森
田
必
勝
両

烈
士
の
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
神

道
青
年
会
清
家
貞
文
会
長
の
下
、祭
員
伶
人
等
粛
々

三
島
由
紀
夫
・
森
田
必
勝
両
烈
士

追
悼
四
十
四
周
年
慰
霊
祭

【
報
告
者
】

愛
媛
縣
護
國
神
社

主　

典　
　

御
縞　

裕
史

「
三
島
先
生
は
、
自
衛
隊
が
動
か

な
い
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
た
」
と

語
る
重
松
惠
三
相
談
役

於 

白
人
神
社（
徳
島
県
美
馬
市
）

於　

愛
媛
縣
護
國
神
社

“青年”と呼ばれる今だからこそできることがある。同志よ来たれ！
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そ
れ
行
け
！
二
足
の
わ
ら
じ

兼
職
会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

︱
柑
橘
販
売
業
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
会
社
に

来
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ひ
ょ
っ
と
し
て
、

井
上
さ
ん
、
社
長
さ
ん
で
す
か
!?

井
上　

は
い
。前
任
者
か
ら
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、

旬
香
物
産
と
い
う
会
社
の
社
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
地
元
農
協
の
共
同
選
果
部
会
か
ら

委
託
を
受
け
て
、
一
般
消
費
者
向
け
に
真
穴（
ま

あ
な
）の
み
か
ん
等
を
通
信
販
売
し
て
い
ま
す
。

“
日
本
一
”の
真
穴
の
み
か
ん
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
ス
ピ
ー
カ
ー
的
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

︱
地
域
の
情
報
発
信
基
地
で
も
あ
る
わ
け
で
す

ね
。
確
か
少
し
前
ま
で
市
役
所
に
勤
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
よ
ね
。
ま
た
、
な
ぜ
転
職
を
？

井
上　

は
い
。

今
年
の
三
月

ま
で
八
幡
浜

市
役
所
の
農

林
課
に
勤
め

て
お
り
ま
し

た
。
も
と
も

と
地
域
活
性

大
元
神
社（
八
幡
浜
市
）

禰
宜　
　

井
上　

雅
仁
君

職
種　
　
　

柑
橘
販
売
業

File.03

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
地
元
農
家
の
方
々
と
接
す
る

農
林
課
の
仕
事
は
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
行
政
は
ど
う
し
て
も
動
き
出
し
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
し
、地
域
と
の
間
に
距
離
感
も
感
じ
、

「
も
っ
と
地
域
と
近
い
と
こ
ろ
で
地
元
に
貢
献
し

た
い
」と
ず
っ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
一
年
間
、
愛
媛
県
か
ら
派
遣

さ
れ
て
宮
城
県
の
山
元
町
と
い
う
町
に
復
興
支
援

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
地
元
の
方
と
接
し

た
こ
と
も
、そ
の
想
い
を
さ
ら
に
強
く
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
こ
の
会
社
に
関
わ
っ
て
い
る
方
か

ら
「
働
い
て
み
な
い
か
」と
誘
わ
れ
た
の
で
す
。

︱
そ
う
い
う
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
い
き
な

り
の
転
職
で
神
職
と
の
両
立
は
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
普
段
の
お
仕
事
は
ど
う
い
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
す
か
？

井
上　

当
社
は
九
時
始
業
な
の
で
、
九
時
前
に
朝

礼
、
そ
の
後
は
注
文
対
応
や
新
規
事
業
に
向
け
て

の
準
備
と
打
ち
合
わ
せ
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
始

業
前
は
、
会
社
近
く
の
兼
務
神
社
で
太
鼓
を
叩
き

ま
す
。
ま
あ
、
毎
日
と
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、

可
能
な
限
り
一
日
と
十
一
日
は
叩
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
十
一
日
は
、
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。

︱
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
社
長
が
神
職
で
あ
る
こ

と
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
は
ど
う
で
す
か
？

井
上　

そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
神
職
と
い
う
こ
と

で
仕
事
に
お
い
て

も
皆
さ
ん
に
信
頼

し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

も
と
も
と
こ
の
地

域
は
、
兼
務
神
社

地
域
で
す
し
、
祖

父
の
出
身
地
な
の

で
、
昔
か
ら
地
域

の
方
と
お
付
き
合

い
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
お
陰
で
、
仕
事
を
超
え

た
協
力
関
係
が
築
け
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

︱
二
足
の
わ
ら
じ
で
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

井
上　

時
間
の
確
保
と
い
う
意
味
で
は
、
お
祭
り

時
期
は
大
変
で
す
ね
。
た
だ
、感
覚
的
に
い
え
ば
、

私
は
二
足
の
わ
ら
じ
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
会
社
の
業
績
を
伸
ば
す
こ
と
は
真
穴
地

区
の
認
知
を
高
め
る
こ
と
で
す
し
、
地
域
発
展
に

貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
神
社
に
奉
仕
す
る

の
も
こ
の
地
域
の
発
展
と
存
続
の
た
め
で
す
。
地

域
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で

は
同
じ
で
す
。と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
よ
。

︱
な
る
ほ
ど
、
車
輪
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、

目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
ね
。
お
忙
し
い
中
有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

《
取
材　

常
磐
井　

守
道
》

出荷予定の商品の前で

 牛鬼の性根入れ神事で奉仕

仲間を応援 !　贈答品のみかんは「真穴みかん.com」を検索！
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去
る
十
二
月
二
日
、
愛
媛
県
松
山
市
に

於
き
ま
し
て
、
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議

会
並
び
に
神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会
合

同
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
同
会
は
、
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議

会
・
笹
井
昭
昌
前
会
長
と
神
道
青
年
四
国

地
区
協
議
会
・
十
亀
博
行
前
会
長
が
企
画

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
第
一
回
目
を
昨

年
五
月
に
岡
山
県
で
行
い
、
今
回
で
二
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
先

ず
、
松
山
市

に
鎮
座
致
し

ま
す
伊
佐

爾
波
神
社

に
て
正
式
参

拝
を
行
い
、

親
睦
会
場
の

フ
ァ
ー
ス
ト

ボ
ウ
ル
へ
移
動
し
、
総
勢
五
十
五
名
で
親
睦
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
（
吉
野
杯
）
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

県
単
位
、
個
人
単
位
で
競
い
、
真
剣
勝
負
し
な
が

ら
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、

姉
妹
地
区
締
結
証
調
印
式
・
合
同
会
祝
賀
会
の
会

場
で
あ
る
国
際
ホ
テ
ル
松
山
へ
と
移
動
致
し
ま
し

た
。
調
印
式
に
先
立
ち
、
十
亀
前
四
国
地
区
会
長

よ
り
説
明
が
あ
り
、
合
同
会
の
経
緯
や
中
国
・
四

国
地
区
の
災
害
時
支
援
や
そ
の
連
携
方
法
に
つ
い

て
今
後
の
活
動
へ
の
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
、
神
道

青
年
全
国
協
議
会 

南

坊
城
光
興
会
長
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
会
長
立
会

い
の
下
、
中
国
地
区
の

金
田
祐
季
会
長
と
四
国

地
区
の
吉
野
慶
会
長
に
よ
り
姉
妹
地
区
締
結
証
の

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
単
位
会
と
し
て
は
奈
良

県
・
宮
崎
県
の
神
道
青
年
会
の
皆
様
が
協
定
を
結

ば
れ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
地
区
同

士
の
協
定
は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。
中
国
地
区
・
四

国
地
区
が
目
出
度
く
姉
妹
地
区
と
な
り
、
互
い
に
迅

速
な
支
援
活
動
並
び
に
支
援
情
報
の
円
滑
な
調
整

を
図
る
旨
を
確
認
し
、
連
携
を
よ
り
強
固
な
も
の
へ

と
す
る
べ
く
動
き
出
し
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
り
、
全
国
初
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
多

く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
祝
賀
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
中

国
地
区
の
会
員
、
四
国
地

区
の
会
員
が
名
刺
交
換

を
し
、
交
流
を
深
め
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
と
し
、
今
後
さ

ら
に
連
携
と
親
睦
を
深

め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

南坊城会長立ち会いの下、両地区の会長が
がっちり握手

和やかな雰囲気で会は進行

心を一つに伊佐爾波神社にて正式参拝

【
報
告
者
】

愛
媛
県
神
道
青
年
会 

理
事

石
鎚
神
社

権
禰
宜　
　

山
㟢　

浩
司

中国・四国地区が全国初の姉妹地区に

清
家
会
長
と
高
知
か
ら

参
戦
の
謎
の
サ
ン
グ
ラ

ス
マ
ン
も
大
活
躍

南坊城会長も一気に飲み干す

サイクリング王国愛媛に吉野
会長が大盃を背負って登場！

第
二
回 

中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会・

神
道
青
年
四
国
地
区
協
議
会 

合
同
会

「中国・四国は１つ」を合言葉にさらに連携を深めよう !
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の
ペ
ー
ス
で
定
期
的
に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
投
稿
す

る
と
反
応
が
あ
っ
て
、『
雰
囲
気
は
で
て
い
る
』『
心

理
描
写
に
工
夫
が
必
要
』な
ど
、
何
ら
か
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」

　

現
在
、
花
谷
君
を
「
お
気
に
入
り
」登
録
し
て
く

れ
て
い
る
読
者
は
約
一
〇
〇
人
。
こ
れ
ま
で
四
作
品

を
発
表
し
た
が
、
最
も
評
価
が
高
か
っ
た
作
品
に
は

六
〇
〇
人
が
「
い
い
ね
」を
押
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　「
中
に
は
数
万
人
か
ら
「
い
い
ね
」を
も
ら
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
か
ら
、
私
は
お
恥
ず
か
し
い
レ
ベ
ル

な
の
で
す
が
、
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
の

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

花
谷
君
が
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地

元
奈
良
で
過
ご
し
た
高
校
生
時
代
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
を
読
む
う
ち
に
、「
自
分
で
も

書
け
る
の
で
は
な
い
か
」と
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

高
校
卒
業
後
は
神
宮
研
修
所
に
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

忙
し
く
て
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
縁
あ
っ
て

単
身
愛
媛
の
地
に
来
た
こ
と
で
再
び
執
筆
の
時
間
を

得
た
。
花
谷
君
曰
く
、
小
説
執
筆
を
趣
味
と
す
る
こ

と
は
、
社
務
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
当
社
で
は
、
常
駐
し
て
い
る
の
は
私
一
人
な
の

で
、
総
代
さ
ん
た
ち
が
時
々
様
子
を
見
に
来
て
く
だ

さ
り
ま
す
。
お
年
寄
り
ば
か
り
で
す
か
ら
、
ど
う
し

て
も
『
戦
中
・
戦
後
を
ど
う

や
っ
て
生
き
抜
い
て
き
た

か
』と
い
っ
た
昔
の
話
に
な

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
意

味
深
く
実
り
の
あ
る
話
ば
か

り
。
小
説
の
題
材
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
い
ろ
い

ろ
質
問
す
る
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
『
熱
心
に
話
を
き

く
な
あ
』と
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
す
」

　

そ
ん
な
日
々
を
過
ご
す
う
ち
に
、
総
代
さ
ん
だ
け

で
な
く
敬
神
婦
人
会
の
方
達
も
お
菓
子
持
参
で
集
う

よ
う
に
な
り
、
自
然
発
生
的
に
“
女
子
会
”が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

輪
の
中
に
は
花
谷
君

が
い
る
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、
敬
神
婦
人
会
の

皆
さ
ん
が
、
一
日
と
十
五
日
に
清
掃
奉
仕
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　「
私
に
題
材
を
探
す
気
持
ち
が
な
か
っ
た
ら
、
も

し
か
し
た
ら
右
か
ら
左
に
聞
き
流
し
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
馴
れ
初
め
の
話
や
今
の
人
生
観

ま
で
話
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
私
自
身
の
人
生
勉
強
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
た
め
に
な
り
ま
す
」

　

将
来
の
夢
は
、神
職
と
小
説
家
の
二
足
の
わ
ら
じ
。

自
分
の
小
説
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
賑
や
か

に
語
り
合
う
日
が
来
る
の
を
夢
見
て
い
る
。	

　
　
　
　

	　
《
取
材　

常
磐
井　

守
道
》

　

午
後
六
時
。
社
務

が
終
わ
り
境
内
に

面
し
た
自
宅
に
戻
る

と
、
花
谷
君
の
小
説
家
と
し
て
の
時
間
が
始
ま
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
、
展
開
を
決
め
、
台
詞
回
し
を

何
度
も
書
き
直
す
。
小
説
投
稿
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し

て
い
る
小
説
の
続
き
を
練
っ
て
い
る
の
だ
。
現
在
書

い
て
い
る
の
は
、フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
迷
宮
と
ダ
ン
ジ
ョ

ン
（
冒
険
）

も
の
の
第

三
部
目
だ
。

　
「
投
稿
サ

イ
ト
に
は

半
年
に
一

本
く
ら
い 趣 

味 

人

風伯神社の拝殿の前で

夜の社務所で構想を練ることも

〜
神
青
会
員
の
オ
フ
タ
イ
ム
〜第
三
回

風
伯
神
社（
西
条
市
）

権
禰
宜
　
花
谷
　
　
空
君

今
回
紹
介
す
る
花
谷
空
君
の
趣
味
は
小
説
投

稿
。
す
で
に
数
作
品
を
発
表
し
、
新
作
を
心

待
ち
に
す
る
フ
ァ
ン
も
い
る
ほ
ど
の
腕
前
だ
。

こ
の
趣
味
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
地
域
の
方
々

と
も
良
い
関
係
が
築
け
て
い
る
と
い
う
花
谷

君
の
日
常
を
紹
介
す
る
。新

作
小
説
の
発
表
を
心
待
ち
に
す
る
フ
ァ
ン
も
い
る
実
力
派

 P9の回答  ㈠けいせつ  けいひつ  はいぜん  げきこう（げきかう） （二）× （三）× （四）○
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陸
上
自
衛
隊
の
普
通
科
を
除
隊
後
、
昨
年
よ
り

地
元
内
子
町
に
戻
り
、
兼
職
し
な
が
ら
実
家
で
あ

る
三
島
神
社
で
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
不
勉
強
な
点
も
多
い
の
で
す
が
、
神

青
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
よ
り
多
く

の
こ
と
を
吸
収
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
四
日
、
祖
父
の
奉
務

す
る
出
雲
大
社
土
居
教
会
の
大
前
に
於
い
て
婚
儀

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

新 

入 

会 

員 

紹 

介

結
　
婚
　
報
　
告

三
島
神
社  

権
禰
宜

　
　
　
　
　
　
　

神
岡
　
史
郎

平
成
元
年
十
月
三
十
一
日
生

　
村
山
神
社
　
権
禰
宜

古
川
　
龍
太
郎

さ
や
か

　

大
神
様
に
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
縁
に
感

謝
し
、
御
神
前
で
の
誓
詞
を
胸
に
、
夫
婦
互
い
に

力
を
合
わ
せ
て
明
る
く

幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ

り
一
層
神
明
奉
仕
に
つ

と
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

神
道
青
年
全
国
協
議
会

 

中
央
研
修
会
の
ご
案
内

　

平
成
二
十
六
年
度
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央

研
修
会
が
左
記
の
日
程
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

【
日
程
】 
平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日（
火
・
先
負
）

十
八
日（
水
・
仏
滅
）

【
主
管
・
担
当
】　

和
歌
山
県
神
道
青
年
会

　

同
研
修
会
で
は
、
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
サ

イ
モ
ン
・
ワ
ー
ン
先
生
に
よ
る
古
式
伝
統
捕
鯨
に

関
す
る
講
演
、
元
海
将
の
福
本
出
先
生
に
よ
る
、

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
に
関
す
る
講
演
等

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
事
務
局
ま
で

締
め
切
り　
　

一
月
二
十
九
日　

　

愛
媛
県
神
道
青
年
会
で
は
、
左
記
の
日
程

で
、
恒
例
の
新
年
研
修
会
・
互
礼
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
防
災
対
策
」で

す
。
年
々
現
実
問
題
と
し
て
の
防
災
対
策
が

必
要
性
を
増
し
て
い
る
今
、
神
社
、
神
職
、

愛
媛
神
青
は
、
ど
の
よ
う
な
事
前
対
策
を

行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
他

の
地
域
の
神
社
で
災
害
が
遭
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。
事
前
に
準

備
す
べ
き
こ
と
、
起
こ
っ
て
か
ら
の
対
応
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
日
程
】平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日

（
木
・
先
負
）

【
テ
ー
マ
】「
防
災
対
策
研
修
」

【
講　

師
】松
山
市
役
所  

危
機
管
理
担
当
部
長
付

災
害
対
策
指
導
監　

上
野　

惠
先
生

（
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
）

　

新
年
研
修
会
・
互
礼
会
は
、
研
修
の
場

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
諸
先
輩
方
や
同
志

た
ち
と
交
流
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

新
年
の
第
一
歩
は
当
会
研
修
会
・
互
礼
会

か
ら
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

平
成
二
十
七
年

新
年
研
修
会
・
互
礼
会
の
ご
案
内

ホームページアドレス　http://www.ehimeshinsei.net/


